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平成平成平成平成 21 度度度度    事業報告書事業報告書事業報告書事業報告書 

平成 21 年 6 月 1 日から平成 22 年 5 月 31 日まで 

 

 特定非営利活動法人 ボルネオ保全トラスト・ジャパン  

  

 

事業の実施に関する事項 

 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

 

１１１１.ボルネオ緑の回廊をつくるボルネオ緑の回廊をつくるボルネオ緑の回廊をつくるボルネオ緑の回廊をつくる事業事業事業事業 

1-1 緑の回廊３号地(パールの森ミニ・６ha 約 600 万円)の土地購入資金を集め、BCT に寄付し、

BCT が購入した。（2009 年 1 月）。 

 当初の目的の「パールの森」（20 ha）は資金調達に時間がかかっている間にブローカーが購入

してしまい、目的地を「パールの森ミニ」に変更した。 

1-2 緑の回廊４号地（場所未定）の土地購入のため、2010 年４月から募金活動を展開している。 

 

 

 

２２２２.野生動物の保護、保全を行う事業野生動物の保護、保全を行う事業野生動物の保護、保全を行う事業野生動物の保護、保全を行う事業 

 

（吊橋プロジェクト）（吊橋プロジェクト）（吊橋プロジェクト）（吊橋プロジェクト） 

2-1 オランウータンのための吊り橋1号橋、2号橋に監視カメラを設置。2009年7月～2010年5月 

2-2 河川調査を行いオランウータンの生息地分断のボトルネックを究明した。2010月2月 

 

 

     

（レスキューセンター（レスキューセンター（レスキューセンター（レスキューセンタープロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト）））） 

2-3 旭山動物園と SWD が「生物多様性保全に関する協定」締結 2010 年 2 月 

実施日時 通年 

実施場所 全国 

受益対象者 不特定多数 

従事者の人数 数名 

支出額 12,218,722 円 

実施日時 2009年7月～2010年5月 

実施場所 マレーシア サバ州 

受益対象者 不特定多数 

従事者の人数 数名 

支出額 812,167 円 
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2-4 ボルネオドネーション自販機の導入 2009 年 9 月スタート 

    現在 60 台 

2-5 「ボルネオへの恩返し」グッズ（売り上げの一部を寄付） 

    北陸製菓、北海道放送 DVD など旭山動物園のロゴ使用可能 

 

 

3. 生物多様性保全に関する普及啓発事業生物多様性保全に関する普及啓発事業生物多様性保全に関する普及啓発事業生物多様性保全に関する普及啓発事業 

3-1 団体紹介パンフレット（２．２万部）、BCT ジャパン案内（2000 部 2009 年 12 月）を発行し、

イベントや関係機関で配布した。 

3-2 ボルネオの状況を訴えるパネル展、講演会を動物園などとコラボレーションを組んで行った

（ぐんま昆虫の森 2009 年 5 月、ズーラシア 2009 年 6 月、旭山動物園 2009 年 7 月、天王寺動

物園 2009 年 10 月、宇都宮動物園 2009 年 10 月、板橋区熱帯環境植物館 2009 年 12 月）。 

3-3 世界銀行と共催で「消費者主体の生物多様性保全」アート展＆リレートークショー（黒鳥さ

ん、坂東さん、坪内さん）2009 年 11 月 

3-4 明治学院大学のボランティアセンター、学生（MG パール）とコラボレーションして 

「ジャングルクリスマスフェスタ in 白金」を行った（2009 年 12 月）。その中で、小学生向けの万

華鏡つくり教室を行った。 

3-5 SWD のローレンシャス局長を招聘し、大阪で講演会、東京でセミナー、旭川でフォーラム

を行った（協賛：サラヤ、IA 研究所）2010 年 2 月。 

3-6  アースデー、横浜国際フェスタ、SAGA、学校文化祭（鳥取大、農工大、帝京科学大学な

ど）のイベントにパネル提供、講師派遣を行った。 

3-7 スタディツアーBCT 理事アテンドのスタディツアー実施（2009 年 9 月、2010 年 5 月） 

3-8 ボルネオカレンダー製作（SWD,BCT,BCT ジャパンの共同制作、サバ・日本で販売） 

 

 

 

実施日時 通年 

実施場所 国内 

受益対象者 不特定多数 

従事者の人数 数名 

支出額 759,222 円 

実施日時 通年 

実施場所 全国 

受益対象者 不特定多数 

従事者の人数 数名 

支出額 2,357,500 円 


